
（参考）クープマンモデルの公式

■クープマンモデルの概念

①味方の戦術力＝静×J農漂莞温×敵の紙削ト（味方の総戦闘力ヰ味方の戦略カニ都2×味方の総戦闘力ト（臓×敵の紙闘力》

＝2X魔×敵の戦術力

敵の戦術力＝静×J濫蔑男装－×味方の総警闘小敵の柵闘可

敵の戦略力＝帥×敵の総戦蘭力）」味方の総戦闘力×魔》

＝2×味方の戦略力×摺銭貨露

｛上記を数式化する

Mt＝与（2かN－M）、

Ms＝与（2Mp・N）＝20・Nt

Nt弓（か－M）

Ns＝躯N一別＝（祭）

｝記号の意味

M

（味方の戦力）

N

（散の戦力）

Mt　　　　＋　　　Ms

（味方の戦術力）　　　（味方の戦略力）

Nt　　　　十　　　Ns

（敵の戦術力）　　　（教の戦略力）

｝結論

等≒言ならば

戦略力2＝戦術力1の配分が戦力を最大化する



（参考）クープマンモデルから上限目標値73．9％の導き方

2〆署かま婿のことだから2措く署

企業間競争では等≒言だから2招く寄贈＜那8＜借）2ノすく婁

Mは1位の企業の市場占有率、Nはその他の企業の市場占有率だから、その合計は

M＋N＝1　　∴N＝1－M

佗＜千㌔　√訂－Mノす＜M　′すく（1＋佗）M

高くM Ot7388＜M

これらの計算式は、あくまでも参考資料だ。

数値が導き出された根拠を示した。

数式がわからなくてもまったく問題ない。

123ページも同様だ。



博考）タープマンモデルから安定目億値41．7％、下限目標値26．1％の導き方

1安定目標値41，7％の導き方

Ms＜Mti（2MrpN）＞i（2pN－M）

4M－2ノON＞2pN－M　5M＞4pN

豊くまβ豊＞号措脚＞蔑・言

企業間競争では豊≒言だから脚＞蔑・署（筈）2＞悪覚＞二島

ここでMは1位の市場占拠率、Nはその他の企業の市場占拠率だから

M＋N＝1　　∴N＝1－Mである。

丁‰＞鳥Mノ砺＞8－8M（8＋ノ儒）M＞8

M＞話法＝諾膏M＞0・417

1位のシェア（M）が均衡条件の下限（号N）訂下回るからM＜号Nとなるo

∴豊弓β豊弓措

企業間競争では豊≒言だから署弓摺　邪＜意・黒　酢＜古

署＜忘

Mは1位の企業の占拠率、Nはその他の企業の占拠率だから

M＋Nこ＝1　　∴N＝1－M

これを上の式に代入すると

了‰＞左　M√すく1－M（1＋躇）M＜1

M＜志　M＜0・261
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